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幸町地区の学校適正配置参考シミュレーション 

１ 小学校 

（１）幸町地区の小学校の平成２６年度の状況（統合が行われない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※特別支援学級の学級数は、平成２０年度の設置数を参考にした。 

 

 

 

 

 

県費 市費

１年 47 2 24
２年 47 2 24
３年 33 1 33
４年 48 2 24
５年 46 2 23
６年 41 2 21

11
2

計 262 13 平均２４名 ３名 １５名 ０名 ０名
１年 40 2 20
２年 39 2 20
３年 37 1 37
４年 34 1 34
５年 32 1 32
６年 42 2 21
計 224 9 平均２５名 ３名 １３名 ０名 ０名
１年 144 4 36
２年 142 4 36
３年 147 4 37
４年 149 4 37
５年 171 5 34
６年 154 4 39
計 907 25 平均３６名 ３名 ２８名 １名 ３名
１年 20 1 20
２年 29 1 29
３年 21 1 21
４年 21 1 21
５年 14 1 14
６年 23 1 23
計 128 6 平均２１名 ３名 ７名 ０名 ０名
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（２）統合シミュレーションによる平成２６年度の幸町地区の小学校の状況 

  ★参考統合シミュレーション１（幸町第一小・幸町第四小を統合） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参考統合シミュレーション２（幸町第二小・幸町第四小を統合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県費 市費

１年 67 2 34
２年 76 2 38
３年 54 2 27
４年 69 2 35
５年 60 2 30
６年 64 2 32
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2

計 390 14 平均３３名 ３名 １６名 １名 ０名
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特別な加配
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学級編制の状況 教員配置

児童数 学級数
１学級あた
りの人数

県費 市費

１年 60 2 30
２年 68 2 34
３年 58 2 29
４年 55 2 28
５年 46 2 23
６年 65 2 33
計 352 12 平均２９名 ３名 １６名 ０名 ０名
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学級編制の状況 教員配置

児童数 学級数
１学級あた
りの人数

千葉県の一般的な配置基準
特別な加配

音楽など専門的な

知識を持つ教員の

指導を受けられる。 

２年生は、尐

人数指導を展

開するか、３

クラスに分け

ることができ

る。 

・クラス替えがで

き、より社会性を育

むことが期待でき

る。 

・学年ごとに、教員

同士の研修ができ

る。 

・場面に応じて

適切な規模の

集団を組むこ

とができる。 

・学校行事が活

性化する。 

・場面に応じて

適切な規模の

集団を組むこ

とができる。 

・学校行事が活

性化する。 

・クラス替えができ、

より社会性を育むこ

とが期待できる。 

・学年ごとに、教員同

士の研修ができる。 

教員の校務分掌の

負担が減る。 

教員の校務分掌の

負担が減る。 
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★参考統合シミュレーション３（幸町第一小・幸町第二小・幸町第四小の統合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中学校 

（１）幸町地区の中学校の平成２６年度の状況（統合が行われない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県費 市費

１年 107 3 36
２年 115 4 29
３年 91 3 30
４年 103 3 34
５年 92 3 31
６年 106 3 35

19
2

計 614 21 平均３２名 ３名 ２６名 ０名 １名

幸町第
一小
＋

第二小
＋

第四小

教員配置
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尐人数学習
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普通学級小計
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児童数 学級数
１学級あた
りの人数

学級編制の状況

音楽など専

門的な知識

を持つ教員

の指導を受

けられる。 

・クラス替えがで

き、より社会性を育

むことが期待でき

る。 

・学年ごとに、教員

同士の研修ができ

る。 

・場面に応じて

適切な規模の

集団を組むこ

とができる。 

・学校行事が活

性化する。 

１年生は、尐

人数指導を

展開できる。 

教員の校務分掌の

負担が減る。 

生徒数 学級数
１学級あた
りの人数

特別な加配

１年 67 2 34

２年 61 2 31

３年 65 2 33

計 193 6 平均３２名 ３名 １１名 ０名

１年 159 5 32

２年 162 5 32

３年 157 4 39

計 478 14 平均３４名 ３名 ２１名 １名
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尐人数加配教
員

（３年）
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生徒指導主事等

教務主任
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生徒指導主事等

幸
町
第
一
中

教員配置学級編制の状況

幸
町
第
二
中

千葉県の一般的な配置基準
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（２）統合シミュレーションによる平成２６年度の幸町地区の中学校の状況 

 

★参考統合シミュレーション１（幸町第一中・幸町第二中を統合した場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参考統合シミュレーション２ 

（幸町第一小・幸町第二小・幸町第四小を統合し、幸町第一中学校区とした場合 

〔幸町第二小学校区を幸町第二中学校区から幸町第一中学校区に変更〕） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※幸町第二小学校区内の生徒は、住民基本台帳上の人数で計算 

生徒数 学級数
１学級あた
りの人数

特別な加配

１年 104 3 35

２年 106 3 35

３年 111 3 37

計 321 9 平均３６名 ３名 １５名 ０名

１年 122 4 31

２年 117 3 39

３年 111 3 37

計 350 10 平均３６名 ３名 １７名 １名

学級編制の状況 教員配置

千葉県の一般的な配置基準
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生徒数 学級数
１学級あた
りの人数

特別な加配

１年 226 6 38

２年 223 6 37

３年 222 6 37

計 671 18 平均３７名 ３名 ２７名 ０名

幸町第一
中
＋

幸町第二
中

学級編制の状況

 

教員配置

校長
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千葉県の一般的な配置基準

教務主任
学級担任
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生徒指導主事等

・教員が免許外の教科を担当することはない。 

・ほとんどの教科で複数の教員が配置される

ので、教員同士の研修ができる。 

・ニーズに応じた部活動数を確保できる。 

・教員の校務分掌の負担が減る。 

・場面に応じて適切

な規模の集団を組む

ことができる。 

・学校行事が活性化

する。 

両中学とも、ほぼ同じ規

模になる。 

全教科で教員の配置がほぼ可能

である。 

２年生は、尐人数

指導を展開する

か、４クラスに分

けることができ

る。 


